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１． 目的 

 本研究の目的は、高校生の体育理論の授業におい

て、オリンピックを題材として「スポーツとの多様

な関わり」に関する思考を深めることを目指した授

業を実践し、授業の成果を明らかにすることで、学

習に効果的な授業方略を提案することである。 
 
２． 研究方法 

1）対象者：高等学校 2 年生 2 クラス 76 名 
2）調査方法：計 2 時間の授業とその間のスポーツ

観戦演習で構成された単元を実施した。 

生徒のスポーツとの多様な関わりについての思考

の深まりを検討するため、授業中のワークシートに

スポーツとの「する・みる・知る・支える」のそれ

ぞれの関わり方についての設問を設定し、観戦前と

観戦後、他者との意見共有後に自由記述で回答させ

た。 
3）分析方法：各設問で得られた記述をデータとし

て切片化し、キーワードでカテゴリーに分類した。

その後、生徒ごとに 3 つの回答を比較して、それぞ

れの変容を検討した。 

表 1 単元計画 

 
３． 結果と考察 

それぞれの関わり方において、学習後にそれまで

にない様々な目的や方法が示されたこと、別の目的

を達成するための関わり方についての記述がみられ

るようになったことから、本授業を通して自分の生

活や趣味・嗜好に合った「自分なりのスポーツとの

関わり方」についての考えを深めたことが示された。

また、学習後にそれぞれの関わり方に意欲的な記述

がみられたことから、それぞれの重要性を理解し、

体験を通して楽しさを実感することが、主体的な関

わりに重要であると推察された。 
そして、それぞれの関わり方において、グループ

活動を通して新たな視点を獲得し、考えを広げてい

たことが示された。このことから、本研究で活用し

た集散型学習活動が、スポーツへの多様な関わり方

への理解を深めることに効果的で合ったと考えられ

る。  

さらに、「知る」関わり方において、学習後に「知

る」関わり方と他の関わり方を組み合わせた記述が

みられるようになったことから、本研究で行なった

「知る」と「みる」を組み合わせた観戦活動が、ス

ポーツへの多様な関わり方への理解を深めることに

効果的で合ったと推察される。 
 

４． 結論 

 本研究で得られた知見から、「スポーツとの多様な

関わり」に関する思考を深めるために、スポーツと

の多様な関わり方を組み合わせた活動を取り入れる

ことや自分で考えてグループで共有し、人の考えを

聞いた上でもう一度自分で考える活動が効果的な授

業方略として導き出された。 
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